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運動が困難となる｡ 重篤な場合は, 言語障害や流涎, 頭痛,




者１名) したのをはじめ, これまでに北海道, 青森, 岩手,
鹿児島など件 (死者４名) 起こっている (!１)｡ 九
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長崎県内８ヶ所 (野母崎, 樫山, 福江島富江, 福江島戸岐湾,
福江島奥浦湾, 白浜, 大瀬戸, 対馬浅茅湾) において採取ま
たは福江市内の鮮魚店で購入した貝類種 (二枚貝類種,








筋肉 (貝柱), 内臓 (中腸腺), その他 (ひも) の３部位また




































対馬では, 例年, 浅茅湾での発生により, 大
規模に行われているヒオウギガイの養殖に大きな被害 (出荷
規制など) を与えているが, 今回用いた試料は浅茅湾産のも
のではなく, 外海 (日本海側) に面した千尋藻の天然試料か
ら検出されたことから, 対馬での有毒プランクトンの発生は,

















































遠心分離 (×ｇ, ) して得られた上清を分画分
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スルフォカルバモイル毒群 (, (%)) について
は, になるように抽出試料 (	
分析用試験液) に






































成分のモル比 () は, ：, ：,
：, ：であった｡ 群において
は, ごくわずかにやに一致するピークが得られ
たが, この程度のピークでは, 狭雑物の可能性があり, 
群については, ほとんど含まれないと判断した｡ 年採取
の試料 (７月：	
) では, ( ), 
, , , , の成分が検出
された｡ 各成分のモル比 (％) は, !( ! )：
", ：", ：, ：, ：








た結果, ( ), , , , ,
, の成分が検出された｡ 各成分のモル比
(％) は, ! ( ! )：, ：,
：, ：, ：", ：,









７月の試料からは ( ) 群や群などを含む成分が
検出され, その毒成分組成に大きな違いが見られた｡ 特に
年の試料では, 低毒性成分である&スルフォカルバモ






























































等の二枚貝が毒化し, 大きな漁業被害を与えた｡ 以来, 蒲江
町沿岸では定期的に毒化が起こっている｡ 大分県蒲江町
ではヒオウギガイの養殖が盛んで, 西日本では盛んに養殖さ




色が美しく, 赤色, 橙色, 黄色, 紫色と多彩であり, その貝
柱は美味である｡







 	!"	 !#	$#"!%! "	&%(Ⅰ)	$
"''&" !" (Ⅱ)!% (Ⅲ) $ 	 #!
	(	




















































































サキイガイも最高毒性値を記録し, それぞれ, " !
の毒性を示した｡ 小蒲江湾と同様に, その後, 急激に
長崎大学水産学部研究報告 第号 (") 














された｡ また, 他の部位 (貝柱, 生殖腺, その他) には, ほ
とんど毒性は見られず, 毒は中腸腺にほぼ集中的に蓄積して
いた (４)｡




のモル比 () を５に示した｡ ３種の二枚貝の毒成
分組成は, ほぼ類似したパターンを示した｡ ヒオウギガイでは,
群に標品のと一致するピークが５つ見られ, それらの






成分が, 	群 (群) には	() および	"(") の
２成分が確認された｡ 毒成分の存在比 () は, 低毒性
成分である
$スルフォカルバモイル型の(),
	１ () ("%), 	"(") () が主成分
として見られ, その他, デカルバモイル型の !"(








&" (	&")} が'以上を占めており, 高毒性成分
(#
,  !

































で変換してできたものと考えられる｡ また, () と
	 (	) の存在比が	では	 (	) ＞
() であったのに対し, 二枚貝類では() ＞	






{	(	), } の割合が徐々に減少し, 代わっ
て高毒性成分 (群, 	) やデカルバモイル毒群


































































て, 充分にホモジナイズした後, 遠心分離 (×ｇ








除去後, １  !"でを５に調整し, これを#$	%&
カラム (#$'!(!)*：φ×+) に付し, ２の蒸
留水で洗浄した｡ この際, 溶出液を&ずつのフラクショ




濃縮後, #$'%./カラム (＋型, #$'!(!)*：φ
×,+) に付した｡ 酢酸および酢酸を用
いる*0%&%!11!(%0法によるカラムクロマトグラフィー



































ン化法には, エレクトロスプレーイオン化 ( ) 法を採用
し, !群および群にはポジティブ・モード ( ＋)
で,  (") 群にはネガティブ・モード ( －) で分析し





















これら" () 画分 (-&(～%/), !＆画分 (-&



















































～) の分析した結果, () の[]－
および[]－ の ! (選択イオン)
で!"が分と分にピークを得た (#)｡ それぞれの
リテンションタイムにおけるマススペクトルを見ると, 


















































 ,403"#30. 2  ()
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した後, 急激に減少し, １月日のの後, ２
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(! 
!&" $ (*)+,((--#(
)
.+  &!( "/&0
&!'!("(! 




















































































ぞれの$%$成分組成をモル比 (	 ) で示した｡ １月採取
のマガキからは*+群に ($+) 群と思われる高いピーク
















































































































































中の () の占める割合は減少し, ＋
の占める割合が高くなり, 年３月９日のマガ
キ (





性が減少するにつれて,  () 群の毒成分は減少してい
き, 代わりにデカルバモイル体の毒成分の割合が増加するこ
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中 毒 患 者：才, 男性, 体重～

(事例Ａの夫)
中 毒 症 状：事例Ａの妻と同程度のカキ５個を喫食し






中 毒 患 者：才, 男性
採取日および場所：平成９年３月日
中須郷 (名切口) で採取｡











































































ある() および 	や, デカルバモイル体の
!" , !"#および$# (!"$#),  
の成分のピークが確認された｡ 各成分のモル％を調べた結





























％と, 全体の () 群が%近くを占め
ていた｡ 副成分として 	および!" が見られた
































































コチン酸, ビオチンなどのビタミン類 () や




内で１日の日照時間を, , 		, (明暗)








到達後, それぞれ ×５細胞を計り取り, "×ｇで
分間遠心分離した｡ 得られた上清をピペットで注意深く取り




し, 蒸留水で５に定容した｡ 定容したものについて,  	
μセルロース・アセテート膜 ($%$&'() を透過させ,
透過液について限外ろ過 ())

































た｡  () 群では, いずれの条件でも() が高い
割合で含まれており, 特に() 条件では	 !
 (	!％) と高く, (), (), 
 () ではそれぞれ
	 ! (	!％), 	
 ! (	
!％), "	" ! ("	
!％) と#
近くの割合であった｡ 一方, () においては, 		
 !と全体の６％程度で条件によりあまり違いはみら
れなかった｡ については, () において,
それぞれ	!％, 	!％と両成分の差がほとんどなかっ

















全体の毒産生量は, () では	 !と最
も高く, 次いで,  () では"	 !, 


































































































るのに対し, ℃, ℃, ℃ではそれぞれ, ,
	
と温度が上がるにつれて大きく減少していた｡
これより, の毒量の変化 (増減) が全体の毒量に影響し



































	の毒産生について, 検討してきた｡ また, 毒産生
を比較するにあたっては, 成長段階の定常期に達した状態の
ものについて見てきたが, 渦鞭毛藻の生活史の中には, 対数

















































































細胞以上になると,  !と存在比が低下し, 代わ
りに() の割合が!から!以上へと増加
しているのが確認され, 成分比に若干の変化が見られた｡ 培















推察された｡ また, 培地中では() の成分含量が多
くなっており, これはプランクトン細胞内で(β型)＞
(α型) で安定であった成分が細胞外へ出たことにより不安




























































後の毒性が確認され, それ以外の部位 (貝柱, 外套膜, 直腸,





































した｡ ２月日には毒の代謝は更に進み, () も
完全に消失した｡ この時の成分は及びの２成分



































































































後, ３個体, ３個体, ４個体の３つに分け, 磨砕した｡ それ
ぞれ倍量の
塩酸を加えたホモジネートを, １分間超



































ており, その他( ) (６), ! "	(６),

















成分について, 	は産生する( ) と
高谷 智裕：九州における麻痺性貝毒
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() の組成比が() の方が高いのに対し, 給

















































































































&, %となった｡ 成分組成は低毒性成分の 


























































































































































































たが, 両種とも() を最も多く産生するなど, 類似
高谷 智裕：九州における麻痺性貝毒























(長崎県対馬), 伊万里湾 (佐賀県), 八代海 (熊本県), 大村



















































































































































究センター 上城義信氏, 堤憲太郎氏, 熊本県水産研究セン
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